
(57)【要約】

　

【課題】災害時のような停電時にも確実に利用すること

ができ、しかも安価で、既存の建物にも容易に設置でき

る段差解消リフターを提供する。

【解決手段】　人、車椅子、物品等が乗る乗り板（１５

）と、この乗り板（１５）を上下方向に駆動するピスト

ンシリンダユニット（２０）と、乗り板（１５）とピス

トンシリンダユニット（２０）との間に介在されている

駆動機構とから構成する。駆動機構をスタンド（２）に

案内されて上下動する駆動体（１０）と、この駆動体（

１０）の下端部から水平方向に前方に延び、延びた部分

に乗り板（１５）が取り付けられるようになっている一

対の支持アーム（１４、１４）とから構成する。ピスト

ンシリンダユニット（２０）には水道水を給排する。

【選択図】 図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 、 車 椅 子 、 物 品 等 が 乗 る 乗 り 板 と 、 該 乗 り 板 を 上 下 方 向 に 駆 動 す る 原 動 機 と 、 前 記 乗
り 板 と 前 記 原 動 機 と の 間 に 介 在 さ れ て い る 駆 動 機 構 と か ら な り 、
　 前 記 乗 り 板 が 、 前 記 原 動 機 に よ り 前 記 駆 動 機 構 を 介 し て 、 第 １ の 位 置 と 、 こ の 第 １ の 位
置 よ り 所 定 量 だ け 高 い 第 ２ の 位 置 と の 間 を 上 下 方 向 に 駆 動 さ る よ う に な っ て い る 段 差 解 消
リ フ タ ー で あ っ て
　 前 記 原 動 機 は 、 水 圧 で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 段 差 解 消 リ フ タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の リ フ タ ー に お い て 、 駆 動 機 構 が ス タ ン ド に 案 内 さ れ て 上 下 動 す る 駆 動
体 と 、 該 駆 動 体 の 下 端 部 か ら 水 平 方 向 に 前 方 に 延 び 、 延 び た 部 分 に 乗 り 板 が 取 り 付 け ら れ
る よ う に な っ て い る 支 持 ア ー ム と か ら な り 、 前 記 駆 動 体 が 水 圧 で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン
ダ ユ ニ ッ ト に よ り 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 段 差 解 消 リ フ タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の リ フ タ ー に お い て 、 駆 動 機 構 が 水 平 方 向 に 配 置 さ れ て い る 複 数 本 の 回
転 軸 と 、 こ れ ら の 回 転 軸 に 固 定 さ れ て い る 複 数 個 の 所 定 長 さ の 揺 動 レ バ ー と か ら な り 、 乗
り 板 が 前 記 揺 動 レ バ ー の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 支 持 ロ ー ラ に 支 持 さ れ る よ う に な っ
て い る と 共 に 、 前 記 複 数 本 の 回 転 軸 が 水 圧 で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に よ り 揺
動 的 に 回 転 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 段 差 解 消 リ フ タ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 段 差 解 消 リ フ タ ー に 関 し 、 さ ら に 具 体 的 に は 人 、 車 椅 子 、 荷 物 等 を 載 せ る 乗
り 板 が 第 １ の 位 置 と 、 こ の 第 １ の 位 置 よ り 所 定 量 だ け 高 い 第 ２ の 位 置 と の 間 を 上 下 方 向 に
駆 動 さ る れ る よ う に な っ て い る 段 差 解 消 リ フ タ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 下 方 向 に 大 き な 間 隔 の あ る 建 物 に は 、 例 え ば 電 気 モ ー タ で 駆 動 さ れ る エ レ ベ ー タ 、 エ
ス カ レ ー タ 等 が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 高 齢 者 も 障 害 者 も エ ス カ レ ー タ 等 を 利 用 す
る こ と に よ り 、 上 下 の 室 の 間 あ る い は 場 所 間 に 自 由 に 移 動 で き る 。 一 方 、 上 下 方 向 の 間 隔
の 小 さ い 建 物 に は 複 数 段 か ら な る 階 段 が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に は 、 １ 段 の 段 差 が あ る 建
物 も 見 受 け ら れ る 。 こ の よ う な 階 段 状 の 段 差 は 、 健 常 者 に と っ て は 意 識 に も 昇 ら な い が 、
妊 婦 、 高 齢 者 、 障 害 者 、 大 き な 荷 物 を 搬 送 す る と き 等 に は 大 き な 障 害 と な る 。 そ こ て 、 段
差 の な い 床 構 造 の 家 も 建 設 さ れ つ つ あ る が 、 既 存 の 建 物 の 段 差 は 依 然 と し て 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ６ ４ ５ ８
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ に よ り 簡 易 昇 降 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 簡 易 昇 降 装 置 は 、 ケ ー
ジ と 、 こ の ケ ー ジ を 吊 り 下 げ て い る チ エ ー ン と か ら な っ て い る 。 そ し て 、 チ エ ー ン は 、 階
段 の 下 端 部 と 上 端 部 に 設 け ら れ て い る ス プ ロ ケ ッ ト に 掛 け 回 さ れ 、 例 え ば 上 方 の ス プ ロ ケ
ッ ト が 回 転 モ ー タ に よ り 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 車 椅 子 使 用 者 が ケ ー
ジ が 下 端 部 に あ る と き 乗 り 込 み 、 そ し て 例 え ば ス イ ッ チ を 押 す と 、 ケ ー ジ は 上 端 部 ま で 自
動 的 に 駆 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 上 端 部 ま で 移 動 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 従 来 の 簡 易 昇 降 装 置 は 、 ケ ー ジ を 備 え 、 こ の ケ ー ジ が 電 動 モ ー タ に よ り 上 下 方 向 に
駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 車 椅 子 使 用 者 も 介 助 人 の 助 け を 借 り る こ と な く 、 比 較
的 長 い 階 段 あ る い は 斜 面 を 昇 降 す る こ と が で き 、 複 数 段 か ら な る 階 段 に 適 用 さ れ る と 、 そ
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れ な り の 利 点 は 認 め ら れ る 。 し か し な が ら 、 規 模 が 大 き す ぎ 、 高 価 に な る こ と が 予 想 さ れ
る 。 ま た 、 こ の よ う な 大 き な 簡 易 昇 降 装 置 を 室 内 に 設 け る と 、 建 物 内 の 美 観 が 一 変 す る こ
と も あ り 得 る 。 こ の よ う な 理 由 に よ り 、 階 段 状 の 段 差 が １ 個 あ る い は ２ 個 程 度 の 段 差 が あ
る 住 宅 、 小 規 模 建 物 等 に お い て は 実 施 す る は で き な い 。 特 に 、 規 模 が 大 き す ぎ て 既 存 の 住
宅 等 に 設 置 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 従 来 の 簡 易 昇 降 装 置 は 、 災 害 時 に サ ー ビ ス が 途 絶
え る 可 能 性 の 高 い 電 動 モ ー タ で 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 一 番 必 要 と さ れ る 災 害
時 に 、 障 害 者 、 車 椅 子 使 用 者 等 が 利 用 で き な い と い う 問 題 も あ る 。
　 本 発 明 は 、 上 記 し た よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 決 し た リ フ タ ー を 提 供 し よ う と す る も の で
、 具 体 的 に は 限 定 す る も の で は な い が 、 上 下 方 向 に １ 、 ２ 段 の 比 較 的 高 低 差 の 小 さ い 建 物
内 に 適 用 し て 好 適 な 段 差 解 消 リ フ タ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ま た 、 災 害 時 の
よ う な 停 電 時 に も 確 実 に 利 用 す る こ と が で き 、 し か も 安 価 で 、 既 存 の 建 物 に も 容 易 に 設 置
で き る 段 差 解 消 リ フ タ ー を 提 供 す る こ と も 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 人 、 車 椅 子 、 物 品 等 が 乗 る 乗 り 板 は 原 動 機 に よ
り 上 下 方 向 に 駆 動 さ れ る が 、 こ の 原 動 機 に は 水 圧 望 ま し く は 水 道 水 の 水 圧 で 作 動 す る ピ ス
ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト が 適 用 さ れ る 。 さ ら に 限 定 す る と 、 乗 り 板 は ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ
ッ ト と 原 動 機 と の 間 に 介 在 さ れ て い る 駆 動 機 構 を 介 し て 上 下 方 向 に 駆 動 さ れ る よ う に 構 成
さ れ る 。
　 か く し て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 人 、 車 椅 子 、 物 品 等 が 乗 る 乗 り 板 と 、 該 乗 り 板 を
上 下 方 向 に 駆 動 す る 原 動 機 と 、 前 記 乗 り 板 と 前 記 原 動 機 と の 間 に 介 在 さ れ て い る 駆 動 機 構
と か ら な り 、 前 記 乗 り 板 が 、 前 記 原 動 機 に よ り 前 記 駆 動 機 構 を 介 し て 、 第 １ の 位 置 と 、 こ
の 第 １ の 位 置 よ り 所 定 量 だ け 高 い 第 ２ の 位 置 と の 間 を 上 下 方 向 に 駆 動 さ る よ う に な っ て い
る 段 差 解 消 リ フ タ ー で あ っ て 、 前 記 原 動 機 は 、 水 圧 で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト
か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ フ タ ー に お い て 、 駆 動 機 構 が ス タ ン ド に
案 内 さ れ て 上 下 動 す る 駆 動 体 と 、 該 駆 動 体 の 下 端 部 か ら 水 平 方 向 に 前 方 に 延 び 、 延 び た 部
分 に 乗 り 板 が 取 り 付 け ら れ る よ う に な っ て い る 支 持 ア ー ム と か ら な り 、 前 記 駆 動 体 が 水 圧
で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に よ り 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 請 求 項 ３ に 記
載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ フ タ ー に お い て 、 駆 動 機 構 が 水 平 方 向 に 配 置 さ れ て い る
複 数 本 の 回 転 軸 と 、 こ れ ら の 回 転 軸 に 固 定 さ れ て い る 複 数 個 の 所 定 長 さ の 揺 動 レ バ ー と か
ら な り 、 乗 り 板 が 前 記 揺 動 レ バ ー の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 支 持 ロ ー ラ に 支 持 さ れ る
よ う に な っ て い る と 共 に 、 前 記 複 数 本 の 回 転 軸 が 水 圧 で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ
ト に よ り 揺 動 的 に 回 転 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ る と 、 人 、 車 椅 子 、 物 品 等 が 乗 る 乗 り 板 を 駆 動 す る 原 動 機 が
、 水 圧 で 作 動 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 換 言 す る と 水 道 水
で 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 格 別 な 駆 動 源 例 え ば 電 動 モ ー タ 等 が 不 要 で 低 価 格 で
提 供 で き る 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 電 気 、 ガ ス 、 水 道 水 の 中 で 、 災 害 時 に も っ と も 被 害 を
受 け る 確 率 の 低 い 水 道 水 で 作 動 す る の で 、 災 害 時 の よ う な 停 電 時 に も 利 用 で き る 効 果 も 得
ら れ る 。 さ ら に は 、 他 の 発 明 に よ る と 、 駆 動 機 構 が ス タ ン ド に 案 内 さ れ て 上 下 動 す る 駆 動
体 と 、 こ の 駆 動 体 の 下 端 部 か ら 水 平 方 向 に 前 方 に 延 び 、 延 び た 部 分 に 乗 り 板 が 取 り 付 け ら
れ る よ う に な っ て い る 支 持 ア ー ム と か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 あ る い は 水 平 方 向 に 配 置 さ
れ て い る 複 数 本 の 回 転 軸 と 、 こ れ ら の 回 転 軸 に 固 定 さ れ て い る 複 数 個 の 所 定 長 さ の 揺 動 レ
バ ー と か ら な り 、 乗 り 板 が 前 記 揺 動 レ バ ー の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 支 持 ロ ー ラ に 支
持 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 構 造 が 極 め て 簡 単 で ユ ニ ッ ト 化 し て 必 要 な 箇 所 へ 移 動 さ
せ て 使 用 す る こ と も で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る と 、 既 存 の 建 物 に も 美 観 を 損 な う
こ と な く 適 用 で き 、 健 常 者 は 勿 論 の こ と 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 も 有 効 に 利 用 す る こ と が で き
る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 最 初 に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ に よ り 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る
段 差 解 消 リ フ タ ー １ は 、 概 略 的 に は 、 移 動 可 能 で 必 要 箇 所 に 設 置 さ れ る ス タ ン ド ２ と 、 こ
の ス タ ン ド ２ に 案 内 さ れ て 上 下 動 す る 駆 動 体 １ ０ と 、 こ の 駆 動 体 １ ０ の 下 端 部 か ら 前 方 に
延 び て い る 支 持 ア ー ム １ ４ 、 １ ４ に 取 り 付 け ら れ る 乗 り 板 １ ５ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ス タ ン ド ２ は 、 前 後 方 向 に 所 定 の 厚 み を 有 す る 側 枠 ３ 、 ３ と 、 こ れ ら の 側 枠 ３ 、 ３ の 上
端 部 を 結 合 し て い る 天 井 枠 ４ と か ら 門 型 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 側 枠 ３ 、 ３ の 下 端 部
か ら 前 方 に 一 対 の 脚 部 ５ 、 ５ が 延 び て い る 。 こ れ ら の 一 対 の 脚 部 ５ 、 ５ は 、 本 実 施 の 形 態
で は 複 数 本 の 固 定 ボ ル ト ６ 、 ６ 、 … に よ り 床 等 に 固 定 さ れ て い る 状 態 で 示 さ れ て い る 。 ま
た 、 側 枠 ３ 、 ３ の 内 側 に は 凹 形 を 呈 す る 案 内 溝 ７ 、 ７ が 互 い に 向 き 合 っ て 縦 方 向 に 形 成 さ
れ 、 天 井 枠 ４ に は 、 後 述 す る ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 圧 力 水 を 給 排 す る 操 作 レ バ
ー ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る ス タ ン ド ２ 内 に 、 駆 動 機 構 と し て 上 下 方 向 に 駆 動 さ れ る 駆 動
体 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 駆 動 体 １ ０ は 、 両 側 板 １ １ 、 １ １ と 天 板 １ ２ と か ら 、 下 方 が 開
放 さ れ た 略 箱 状 を 呈 す る よ う に 構 成 さ れ 、 そ の 両 側 板 １ １ 、 １ １ に ス タ ン ド ２ の 側 枠 ３ 、
３ の 案 内 溝 ７ 、 ７ 内 を 転 が る ガ イ ド ロ ー ラ １ ３ 、 １ ３ 、 … が 設 け ら れ て い る 。 駆 動 体 １ ０
は 、 こ れ ら の ガ イ ド ロ ー ラ １ ３ 、 １ ３ 、 … を 介 し て 、 ス タ ン ド ２ の 側 枠 ３ 、 ３ の 案 内 溝 ７
、 ７ に 案 内 さ れ て 上 下 動 す る 。 駆 動 体 １ ０ の 下 方 端 か ら 前 方 に 向 か っ て 一 対 の 支 持 ア ー ム
１ ４ 、 １ ４ が 延 び て い る 。 こ れ ら の 支 持 ア ー ム １ ４ 、 １ ４ に 、 乗 り 板 １ ５ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 こ の 乗 り 板 １ ５ は 、 図 １ で は ２ 点 鎖 線 で 示 さ れ 具 体 的 な 構 造 は 示 さ れ て い な い が
、 手 す り 、 車 椅 子 の 滑 り 止 め 等 が 適 宜 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 駆 動 体 １ ０ 内 に ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち
、 図 １ に 示 さ れ て い る 実 施 の 形 態 で は 、 ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ の シ リ ン ダ ２ １ が
、 床 等 に 着 座 す る よ う に 、 そ し て ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ２ の 先 端 部 が 駆 動 体 １ ０ の 天 板 １ ２ を
下 か ら 支 持 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 駆 動 体 １ ０ 内 に は 、 図 １ に は 示 さ れ て い な
い が 、 流 量 調 整 弁 、 切 替 バ ル ブ 等 も 設 け ら れ て い る 。 水 道 栓 に 接 続 さ れ る ホ ー ス は 、 こ れ
ら の 流 量 調 整 弁 、 切 替 バ ル ブ 等 を 介 し て 、 シ リ ン ダ ２ １ の ピ ス ト ン ヘ ッ ド 室 あ る い は ピ ス
ト ン ロ ッ ド 室 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の 流 量 調 整 弁 、 切 替 バ ル ブ は 、 機 械 的 な 例 え
ば ワ イ ヤ で 操 作 レ バ ー ８ に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 操 作 レ バ ー ８ に よ り ピ ス ト ン シ
リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 供 給 す る 水 道 水 の 単 位 時 間 当 た り の 流 量 を 調 節 す る こ と も 、 ま た 水
道 水 の 供 給 方 向 も 切 り 替 え る こ と が で き る 。 な お 、 ス タ ン ド ２ の 内 部 は 、 透 明 な 安 全 カ バ
ー Ｃ が 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 上 記 段 差 解 消 リ フ タ ー の 使 用 法 に つ い て 説 明 す る 。 段 差 の あ る 必 要 箇 所 へ 移 動 さ
せ 、 脚 部 ５ 、 ５ を 固 定 ボ ル ト ６ 、 ６ 、 … に よ り 固 定 す る 。 ま た 、 水 道 栓 と 、 流 量 調 整 弁 お
よ び 切 替 バ ル ブ を 介 し て ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ と を 接 続 す る 。 こ の と き 、 可 撓 性
の ホ ー ス を 利 用 す る と 、 設 置 位 置 に 融 通 性 が 得 ら れ る 。 こ れ で 設 置 が 完 了 す る 。 利 用 者 は
、 乗 り 板 １ ５ に 乗 り 操 作 レ バ ー ８ を 操 作 す る 。 そ う す る と 、 所 定 量 に 絞 ら れ た 水 道 水 が ピ
ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 供 給 さ れ 、 駆 動 体 １ ０ が ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ２ に よ り 所 定 速
度 で 上 昇 し 、 乗 り 板 １ ５ も 上 昇 す る 。 所 定 高 さ ま で 上 昇 す る と 、 自 動 停 止 す る 。 あ る い は
操 作 レ バ ー ８ を 操 作 す る 。 水 道 水 の 供 給 が 止 ま り 、 乗 り 板 １ ５ は ロ ッ ク さ れ 所 定 位 置 に 保
持 さ れ る 。 乗 り 板 １ ５ か ら 降 り る 。 こ れ に よ り 、 所 定 高 さ ま で 登 る こ と が で き る 。 同 様 な
操 作 を し て 、 下 方 位 置 へ 降 り る こ と が で き る 。 全 く 同 様 に し て 、 荷 物 を 運 搬 で き る こ と は
明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に よ り 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ っ て も ピ ス
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ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ が 適 用 さ れ る が 、 こ の ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ と 乗 り 板
と の 間 に 介 在 さ れ て い る 駆 動 機 構 ３ ０ は 、 水 平 方 向 に 配 置 さ れ て い る ２ 本 の 回 転 軸 ３ １ 、
３ １ と 、 こ れ ら の 回 転 軸 ３ １ ， ３ １ に 固 定 さ れ て い る ４ 個 の 、 段 差 に 相 当 す る 所 定 長 さ の
揺 動 レ バ ー ３ ２ 、 ３ ２ 、 … と か ら 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 詳 し く は 、 回 転 軸 ３ １ 、 ３ １ は
、 所 定 間 隔 に 配 置 さ れ 、 軸 受 ３ ４ 、 ３ ４ 、 … に よ り 回 転 自 在 に 軸 受 け さ れ て い る 。 そ し て
、 こ れ ら の 回 転 軸 ３ １ 、 ３ １ に 揺 動 レ バ ー ３ ２ 、 ３ ２ 、 … の 端 部 が 固 定 さ れ て い る 。 揺 動
レ バ ー ３ ２ 、 ３ ２ 、 … の 先 端 部 に は 支 持 ロ ー ラ ３ ５ 、 ３ ５ 、 … が 設 け ら れ 、 こ れ ら の 支 持
ロ ー ラ ３ ５ 、 ３ ５ 、 … に 乗 り 板 が 支 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ の ロ ッ ド に は 、 回 転 軸 ３ １ 、 ３ １ を 横 切 る よ う に し て 駆
動 棒 ３ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 駆 動 棒 ３ ６ と 回 転 軸 ３ １ 、 ３ １ は 、 接 続 具 ３ ７
、 ３ ７ に よ り 、 駆 動 棒 ３ ６ が 矢 印 Ｓ で 示 さ れ て い る よ う に 直 線 的 に 往 復 動 す る と き 、 回 転
軸 ３ １ 、 ３ １ が 矢 印 Ｒ 、 Ｒ で 示 さ れ て い る よ う に 揺 動 的 に 回 転 す る よ う に 接 続 さ れ て い る
。 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ っ て も 、 乗 り 板 、 こ の 乗 り 板 を 上 下 方 向 に ガ イ ド す る 枠 体 、 流 量
調 整 弁 、 切 替 バ ル ブ 等 も 適 宜 設 け ら れ て い る が 、 図 ２ に は 示 さ れ て い な い 。 上 記 し た よ う
な ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ 、 回 転 軸 ３ １ 、 ３ １ 、 乗 り 板 等 は ユ ニ ッ ト 化 さ れ 、 流 量
調 整 弁 、 切 替 バ ル ブ 等 も 搭 載 さ れ 、 必 要 な 箇 所 へ 容 易 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。 第
２ の 実 施 の 形 態 も 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 作 用 す る こ と が 明 で あ る の で 、 詳 し い 説 明 は
し な い が 、 ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト ２ ０ に 水 道 水 を 給 排 す る と 、 回 転 軸 ３ １ 、 ３ １ が 揺
動 的 に 回 転 駆 動 さ れ 、 揺 動 レ バ ー ３ ２ 、 ３ ２ が 揺 動 的 に 上 下 動 す る 。 し た が っ て 、 揺 動 レ
バ ー ３ ２ 、 ３ ２ の 先 端 部 に 設 け ら れ て い る 支 持 ロ ー ラ ３ ５ 、 ３ ５ 、 … に 支 持 さ れ て い る 乗
り 板 も 上 下 動 す る 。 こ れ に よ り 、 段 差 間 を 移 動 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 色 々 な 形 で 実 施 で き る 。 例 え ば 、 上 記
実 施 の 形 態 で は 、 主 と し て 室 内 に 配 置 さ れ る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 配 管 あ る い は 水 ホ ー
ス を 引 く だ け で 、 屋 外 で も 同 様 に 設 置 で き る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 駆 動 源 に は 水 道
水 を 適 用 す る 旨 説 明 し た が 、 所 定 高 さ に 設 置 さ れ て い る 雨 水 タ ン ク 、 貯 水 タ ン ク 等 の 水 も
同 様 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 、 構 成 要 件 の 一 部 を 省 略 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 要 部 の み を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 　 段 差 解 消 リ フ タ ー 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 ス タ ン ド
　 ５ 　 　 脚 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 駆 動 体 （ 駆 動 機 構 ）
１ ４ 　 　 支 持 ア ー ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 　 乗 り 板
２ ０ 　 　 ピ ス ト ン シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 　 　 ３ ０ 　 　 駆 動 機 構
３ １ 　 　 回 転 軸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 　 揺 動 レ バ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ５ 　 　
支 持 ロ ー ラ 　 　 　
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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